
８ 学生募集に関する事項 

１８歳人口の減少で、すでに、定員割れが起きている私立大学は、平成１７年度に１６

０校あり全体の３０％に達している。平成１９年度には「大学全入時代」が到来すると言

われており、その前年である平成１８年度入試は、１８歳人口減少の加速化という環境下

で迎えることとなった。 
２年続けて志願者が減少している本学は、その流れに歯止めをかけ、さらには「志願者

数５０，０００人確保」を達成するため、学部入試の主軸である２教科型公募推薦入試と

一般入試Ａ日程･Ｂ日程の入試制度の大幅改革を行った。 
その改革内容は、多彩な学生が、その個性や能力に応じて受験できるよう、入試方式の

多様化や併願制度の柔軟化等である。 
その結果、目標の志願者数を確保することができた。 

 
１）入学試験制度 

平成１７年９月入学の大学院経済学研究科、経済学部、国際文化学部の入学試験と外

国人留学生入学試験から、平成１８年４月入学の大学院入学試験、学部入学試験、編・

転入学試験、大学入試センター試験、外国人留学生入学試験などを入試形態別に２３の

実施日を設けている。 
そのうち、学部・短期大学部の１年次入学の主な入学試験である公募推薦入試は２日

間、一般入試Ａ日程は２日間、Ｂ日程は３日間で計７日間実施し、センター試験利用入

試は、前期募集と後期募集を行った。 
 

２）学生募集結果 

平成１８年４月入学の大学院、大学学部、短期大学部、編・転入、短期大学部専攻科

入試の志願者は５３，０４５名であり、入学者は５，３１２名であった。また、外国人

留学生入試の志願者は、２３５名であり、９４名の学生が入学した。 
主な入試のうち、公募推薦入試の志願者については１１，２５２名（対前年比１５４．

７％）、一般入試については３４，１１７名（対前年比１０９．８％）、センター試験利

用入試については５，４６３名（対前年比９３．６％）、合計５０，８３２名であり、

６，６６４名（対前年比１１５．１％）の増であった。 
また、平成１７年９月入学の大学院、大学学部入試では、志願者１名で１名が入学し

た。外国人留学生入試では、志願者５６名であり、入学者は３０名であった。 
 

３）入学志願者募集活動 

受験生と大学との接触率が志願率の増減に比例することから、積極的にその機会の拡

大をはかってきた。 
特に、大学キャンパスで行うオープンキャンパスはその主要な役割を持つ場である。

その参加者もここ数年、受験生に加えて保護者の参加者が増加しつつあり、企画内容も

受験生対象の入試説明会・入試相談・ミニ講義・現役学生との懇談などに加え、保護者

対象の企画を取り入れた内容で、新３回生になる春季開催を含めて深草学舎で５日間、

瀬田学舎で２日間開催し、１０，８１３名（昨年比１１１．８％）の参加者があった。

入試時期間近には、デリバリーキャンパスとして近畿圏各地で「龍谷大学入試対策講座」

を開催した。 
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また、生徒対象の個別高校での入試説明会にも積極的に参加。全国各地で開催されて

いる「進学相談会」には、３０歳代までの全学事務職員で構成する入試アドバイザーが

協力し、１０９会場に参加した。 
なお、入試部職員の高校・予備校訪問の他、課長職位者による大阪圏有力高校への訪

問も継続して実施し、教員による模擬授業出張講義も拡大に努力しており、出願促進に

向けた全学的取り組みを行っている。 
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